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神科病院に勤務する経験 10 年以上の PSW」とした。
12 名の調査協力者に対して半構造化面接によるデー
タの収集を行った。
分析の結果、34 概念、５カテゴリー、６サブカテ
ゴリーが生成され、「精神科病院の PSW が組織から
要請される違和感のある仕事を SW として役割形成し
ていくプロセス」とは、利用者と組織〔双方の利益を
結びつける〕営みであり、それを促進する PSW の実
践基盤は【アイデンティティの止揚によるミッション
の具体化】であることが示された。それは要請された
仕事に対して【多元的ポジショナリティの不協和】を
経験した PSW が、【現場密着型のコア形成】を参照
軸に定めながら、【ソーシャルワーク主義の脱皮】を
介して異なる価値観を有する関係者に働きかけ、自ら
が【触媒として機能する】ことによって、利用者利益
に適った組織の活性化を目指す動きであった。
PSW の動きは、自身のアイデンティティをメタレ
ベルで保持しつつ、それを一旦留保することで、SW
の根源的使命である利用者利益を実現させ、アイデン
ティティの実質を高めるという「アイデンティティの
止揚」が機能していたのである。
Ⅳ．結果の意義と課題
研究結果の意義は以下の３点である。①利用者と組
織双方の利益を結びつける組織活動のプロセスを明ら
かにし、「生活モデル」を実践に反映させる技法を提
示した点、②上記のプロセスを促進する特性が【アイ
デンティティの止揚によるミッションの具体化】であ
ることを示し、SW のアイデンティティの再考を促し
た点、③ SW 研究において周辺化された実践プロセス
を理論化することで、新たな理論的展開に寄与した点、
である。今後の課題として、結果を包括的な視点から
考察する点、役割形成の素材である「違和感」を保持
するメカニズムに関して考察を深める点が挙げられた。
